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登壇 

 

亀井：本日はお忙しい中、ご参加いただきましてありがとうございます。先日 11 月 5 日に発表し

ました 2025 年 3 月期の中間期決算説明会を開催いたします。 

本日の出席者をご紹介します。代表取締役社長執行役員の澤田千尋、司会は私亀井が務めさせてい

ただきます。よろしくお願いします。 

 

それでは、澤田より 2025 年 3 月期中間期の決算、および事業についてご説明します。澤田社長、

よろしくお願いします。 

 

澤田：皆様、こんにちは。コムチュア代表取締役社長執行役員の澤田でございます。ただ今より、

先日 11 月 5 日に公表した 2025 年 3 月期中間期決算についてご説明いたします。 

まずは、決算概要です。2025 年 3 月期中間期における当社グループの業績は、14 期連続の増収、

2 期連続の増益となり、売上、利益ともに過去最高を更新しました。 
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売上高は 177 億 9,400 万円、前年比で 6.2%増となり、営業利益は 19 億 8,300 万円、前年比で

1.7%増となりました。中間純利益は 12 億 7,800 万円、前年比で 2.1%増となりました。企業の本

業での収益力を示す EBITDA は、22 億 3,900 万円で、前年比で 1.9%増となりました。 

 

第 2 四半期会計期間における 3 カ月の業績は、ご覧のスライドのとおりです。前年同期ならびに前

四半期と比較して、収益性は計画どおりに改善しており、通期の計画の達成に向け、利益率も回復

しています。 
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決算のポイントについてご説明します。 

売上高は、6.2%の増収でした。この要因についてご説明します。プラスの要因の一つ目は、

Microsoft などのグローバルなベンダーと連携した DX 関連のビジネスが伸長したことによるもの

です。二つ目は、金融関連のフロントシステム開発や、業務効率化の需要が増加したことによるも

のです。三つ目は、キャリア採用や協力会社のリソース確保が進んだことによるものです。 

営業利益は 1.7%の増益でした。この増減要因についてご説明します。プラスの要因は、協力会社

の稼働人数の増加により、売上総利益が増加したことによるものです。 

マイナスの要因の一つ目は、社員数の増加と、昇給に伴う労務費の増加です。二つ目は、新卒社員

の育成を強化するため、入社後のテクニカルスキル研修を戦略的に延長したことによる、非稼働工

数の増加です。また、既存社員に対しても、人事制度の改定に伴い、研修制度を充実し、マネジメ

ント研修や階層別研修、技術研修などの研修時間を大きく増やしました。 

三つ目は、グループの事業連携を強化するために、オフィスを集約したことに伴うコストの増加で

す。 
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詳細を図にしました。2024 年 3 月期中間期の営業利益は、19 億 5,000 万円でした。 

高付加価値化戦略によって一人当たり売上高が 1.9%増加したことなどにより、3 億 1,800 万円の

増益となりました。また、協力会社の稼働人数の増加や、社員数の増加に伴う事業の拡大により、

4 億 5,800 万円の増益となりました。 

一方、マイナス要因としては、労務費や採用費、研修費などの人的資本への投資が合わせて 6 億

4,300 万円増加しました。また、オフィスの集約など事業拡大に伴うコストが 1 億円増加しまし

た。 

差し引きしますと、2025 年 3 月期中間期の営業利益は、前年比 1.7%増の 19 億 8,300 万円となり

ました。 
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事業区分別業績は、ご覧のスライドのとおりです。 

 

クラウドソリューション事業の売上高は 65 億 800 万円で、前年比 2.7%増、売上総利益が 14 億

4,000 万円で、前年比 1.0%減となりました。 
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ベンダーとの連携により、コンサルティングやローコード開発の需要が増加した一方、キャリア採

用やリスキリング期間中のコストの発生、新卒社員の育成強化に関わるコストの増加により、増収

減益となりました。 

 

デジタルソリューション事業の売上高は 24 億 3,900 万円で、前年比 5.3%増、売上総利益が 5 億

4,800 万円で、前年比 10.7%増となりました。 

新卒社員の育成強化に関わるコストが増加した一方、データ分析ビジネスやデータを蓄積する環境

構築などのデータマネジメントビジネスの拡大、AWS などクラウドインフラの構築案件の増加に

より、増収増益となりました。 
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ビジネスソリューション事業の売上高は 46 億 9,500 万円で、前年比 8.8%増、売上総利益が 9 億

9,900 万円で、前年比 4.2%増となりました。 

SAP 関連ビジネスが継続的に伸長したことや、金融業向けのフロントシステム開発、業務の自動

化の需要の増加に加え、官公庁関連の SAP 周辺開発案件が拡大し、増収増益となりました。 
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プラットフォーム運用サービス事業の売上高は 31 億 3,800 万円で、前年比 9.9%増、売上総利益が

5 億 9,300 万円で、前年比 23.5%増となりました。 

システム運用業務のアウトソーシングや、セキュリティサポートなどの需要の増加、官公庁関連の

ネットワーク構築案件の拡大、価格交渉による収益の改善などにより、増収増益となりました。 

 

デジタルラーニング事業の売上高は 10 億 1,300 万円で前年比 8.6%増、売上総利益が 3 億 3,000 万

円で前年比 17.6%増となりました。 

Microsoft が提供する生成 AI である Copilot 関連の研修の需要増加や、研修運営アウトソーシング

ビジネスの伸長に加え、講師の稼働率の向上や価格交渉による収益の改善により、増収増益となり

ました。 
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次に、今期計画達成のための重点施策についてです。人的資本投資のうち、採用、リスキリングに

ついては、昨年と同規模を予定しております。技術者の育成については、先ほども申し上げたとお

り、研修制度を充実させ、実施しています。 

待遇については、賃金上昇率 5%以上に加えて、人事制度改定の一環として勤務時間を短縮するな

ど、社員が働く環境の改善に取り組んでおります。 

その他、全社の業務革新のための生成 AI ツールの導入など、成長のための投資も予定しておりま

す。 
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続いては、中期経営計画の施策の進捗についてご説明します。 

人材確保は、新卒採用、キャリア採用、協力会社の活用の三つを柱として取り組んでいます。新卒

採用は、内定承諾者数が 180 名の採用計画を上回り、順調に進捗しています。キャリア採用は、

社員紹介によるリファラル採用や紹介会社との連携の強化など、前年の実績を大きく上回り、好調

に推移しています。 

社員で不足する分は、コアパートナーを中心に協力会社との戦略的な連携を進め、委託数も 3.9%

増となり、売上の増加に寄与しました。 
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社員の待遇改善にも継続的に取り組んでいます。当社は、他社に先駆けて 3 年前から積極的な昇給

を実施してまいりました。このような人事関連の取り組みの結果、退職率は 2 年前の同じ時期と比

較すると約半分近くにまで減少しております。 

今後も、社員の待遇改善への投資を継続し、優秀人材の定着に注力してまいります。 
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人材育成においては、4 月に入社した新卒社員の育成の強化のため、テクニカルスキルの研修期間

を戦略的に延長し、現場への配属は第 2 四半期から行いました。第 2 四半期終了時点では、約

80%の新卒社員の有償化が完了できております。新卒社員の育成と連動し、既存社員のリスキリン

グも第 2 四半期からの実施となりました。 

第 3 四半期以降も、エディフィストラーニング社の講師の活用など研修に関わる投資を継続し、リ

スキリングによる成長領域へのリソースシフトを進めております。 

 

次に、トピックスをご紹介します。重ねてご説明しているとおり、当社グループでは、人材の育成

に力を入れて取り組んでおります。 

今年 4 月に行った人事制度の改定に合わせて、成長を実感できるためのキャリアパスを新設し、教

育研修制度の再整備を実施しました。 

その中でも特に注力しているのが、プロジェクトマネジメントに関する国際資格、PMP 資格者の

育成です。PMP 資格に有効なノウハウやナレッジの共有の場として、PM コミュニティの運営を

開始し、世代や組織の垣根を越え、グループを横断したネットワークの構築を図っております。 

PM 体制の強化により、プロジェクト品質や生産性のさらなる向上を目指し、お客様満足度と収益

性の向上を進めてまいります。 
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次に、今期 2025 年 3 月期の業績見通しについてご説明します。通期の業績予想は、DX 市場の継

続的な成長に加え、ユーザー企業の内製化支援の需要や、生成 AI など新しい技術を活用したシス

テム開発の需要も増加していることから、15 期連続の増収、14 期連続の増益、過去最高を更新す

ることを見込んでおります。 

売上高は 377 億円、営業利益は 49 億円、営業利益率は 13.0%を見込んでおります。経常利益は 49

億円、当期純利益は 32 億 5,000 万円を見込んでおります。 

今期の年間配当額は、前期比で 2 円増配の 48 円となり、20 期連続増配となります。配当性向は

45%以上を目標に置き、47.1%とします。さらに、利益が計画を上回れば、配当金もそれに連動し

て増配してまいりたいと考えております。 
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当社を取り巻く市場環境は、DX、AI、クラウドといった分野を中心に、企業の投資は活況であ

り、当社もこの流れを捉えて、五つの事業において成長を続けています。 

クラウドソリューション事業、デジタルソリューション事業では、Microsoft や Salesforce をはじ

め、ローコード開発、データ分析、AI プラットフォーム構築など先端技術への人的投資を継続

し、お客様のビジネス変革を強力に推進しています。主要ベンダーとの協業も好調で、さらなる成

長を目指していきます。 

ビジネスソリューション事業では、SAP 関連や官公庁、金融機関向けのシステム開発といった堅

調な需要に支えられ、安定した収益基盤を築いています。 

プラットフォーム運用サービス事業においても、先進的なツールを活用した高度な運用の自動化な

ど、お客様システムの安定稼働を支援することで、継続的な信頼関係を構築しています。 

さらに、デジタルラーニング事業では、日本マイクロソフト社との協業により、生成 AI などの高

品質な研修サービスを提供し、IT 人材育成という社会的なニーズに応えています。 

このように、既存事業の成長に加え、成長領域において、新しいテーマに積極的に取り組んでいま

す。今後も、他社に先駆けて IT 技術の変化に適応し、お客様のニーズに対して最適なソリューシ

ョンを提供することで、持続的な成長を実現し、通期の計画を達成してまいります。 
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以上を踏まえ、事業区分別の見通しは、ご覧のスライドのとおりです。現時点での事業区分別の進

捗状況も鑑みて、見通しの内訳を修正しました。 

 

最後に、長期ビジョンとして、お客様の DX 推進と課題解決を通じて、付加価値の高いサービスを

提供するとともに、社員が働きやすい環境を整備するなど、超一流企業としての基盤づくりを進め

ます。 
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さらには、M&A などを戦略的に実行し、成長を加速させることで、2032 年 3 月期までに売上高

1,000 億円企業を目指します。 

説明は、以上となります。 

今後ともご支援のほどよろしくお願い申し上げます。ご清聴ありがとうございました。  
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亀井 [M]：ありがとうございました。 

最後に、澤田社長から一言、皆様にお話しさせていただきたいと思います。 

澤田 [M]：本日は、ご参加いただきまして誠にありがとうございます。 

当社は、新卒社員を 200 名近く、全社員の約 10%採用しているということで、ここ数年は上半期

の業績にその影響が出てしまっています。一方で、この第 2 四半期で見ますと、有償化も計画どお

り順調に進み、利益面でもかなり回復傾向にあります。 

業績は、質の高い案件と技術者体制をどのように確保するかの組み合わせであると思っています

が、案件に関しては、特に DX 関連の需要が引き続き非常に旺盛です。技術者体制の確保という観

点においても、新卒採用の確保・キャリア採用の強化・退職率の改善など、社員に関しては順調に

確保できています。また、協力会社の活用に関しても調達が拡大しており、非常に順調です。この

下期に関しても予定したことを確実に遂行していけば、通期の業績予想は達成できると考えていま

す。 

近頃は情報サービス産業の中で様々な動きがあるかと思います。私なりに解釈しますと、情報サー

ビス産業は、世界的に見ても非常に特異な産業構造になっており、トップティアである大手の SIer

はマーケットシェア的には数%しかないということで、非常にロングテールな業界になっているか

と思います。加えて、三次請け、四次請けといった多重請けが一般的なものとなっています。 

しかしながら、生成 AI のような新しい技術が登場したことで、われわれの業務の多くが自動化さ

れていき、三次請け以下の仕事が減少していくことを考えますと、今後、業界の再編あるいは集約

が起こり得ますが、近頃の情報サービス産業における動きは、そのような動きの中の一部なのでは

ないかと非常に強く感じています。 

当社もそのような動きの中で負けないように、お客様の業務を理解して寄り添うことのできる会社

になっていく、あるいは時流に乗った技術を身につけて、お客様より一段上のスキルや経験を提供

できる会社になっていくことが重要ではないかと考えます。 

そのため、短期的な業績を着実に達成していくと同時に、中長期的に当社としても会社のレベルを

一段上げていくよう取り組んでいきます。 

ぜひ、幅広くご支援いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。本日はありがとう

ございました。 
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亀井 [M]：以上で、本日の説明会を終了いたします。本日は、ご参加いただきましてありがとうご

ざいました。引き続き、よろしくお願いいたします。 

［了］ 
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